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1987年度〔第 l報)では，沖縄県の食生活と牛乳摂取について， 1986年に行った

沖縄本島南部二地区調査と， 1987年に行った県北部離島の伊是名島についての，調

査報告及び，県全体として学童の体位と牛乳摂取(給食〉について報告した。

本年は，第一報に1988年11月14日から18日に女子栄養大・琉大の共同調査時に

行った食生活調査(訪問聞き取り調査)，第2報では牛乳に関するアンケートの結

果を報告する。アンケート調査は， 1988年度8月6日から12日に東京都老人研・琉

大・女子栄養大学及び現地所轄保健所で行った国頭群大宜味村の食生活調査時に，

及び第一報の食生活調査時に独自に行った。対象者は高齢者(平安座島は50歳から

96歳，大宜味村は65歳から79歳〕の男女である。
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1 現地栄養調査(訪問調査，平安座島)

対象

1)調査地区

沖縄県与那城村平安座島

2)対象者

上記地区50歳代から90歳代， 32世帯59人

〔男性27人[平均年齢71.6歳L女性32人 [70.7歳J)

食事調査，食事成分実演J及びアンケート調査のそれぞれの対象人数は表2を参

照。

調査方法

1 .食事調査

調査日 1988年11月14日から17日中の連続2日間

方 法調査員の訪問により，聞き取り24時間思い出し法(国民栄養調査に準

1::)';こ〉

分析 日本食品標準成分主主に記載されている食品を基に，栄養価計算ソフト

〔研究室オリジナノレ:Diet Plan)により栄養素摂取量を算出。

さらに，国民栄養調査の分類に従い，食品群及び料理群別に栄養素摂

取量を求めた。

2.食事成分実測

回収日 1788年11月14日から17日中の連続2日間

方 法 1日分の食事を 1人分余分に容易してもらい，調査員が訪問時に回収。

同時に聞き取り調査を行った。

回収した食事は可能な限り構成食品に分別計量し，日本食品標準成分

表にて栄養価を求めた(計量値〉。さらに l日毎まとめてミキサーに

かけ分析サンフツレとした(実測値〕。

測定水 分常圧加熱乾燥法

たんぱく質 ケノレダーノレ法
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酸分解法質目旨

へンネベノレグストーマン改良法維織

直接灰化法分灰

100-C水分+タンパク質+脂質+繊維+灰分〕質糖

+9*脂質4 * cたんぱく質+糖質〕
以上日本食品分析センターによる。

エネノレギー

島民人口構成及び調査対象者数図1

〉内は対象者数
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表 1 性別年代別調査対象者数

[食事調萱]

男 女

50歳代 3 υ r 

60i.投ft 日 日

70歳代 む 5 

日日歳代 5 4 

。。歳代 3 

24 2G 

[食事実測調査]

男 女

50歳代 。

60議代 3 。

70歳代 4 。

80歳代 3 。

90歳代 。 。

E十 1 1 。

[アンケート調査〕

男 女

50歳代 3 日

60歳代 9 J 0 

70歳代 7 6 

80歳代 7 6 

90歳代 2 3 

計 28 31 
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男性

図Z 対象者の職業分類(%)
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まとめ

沖縄県与那城村平安鹿島において50歳以上の59人〔男性27人，女性32人〕を対象

とし，食生活調査を行った。

① 栄養素等摂取状況は，個人の栄養所要量に対する充足率でみた場合，カノレシウ

ムを除いて他の栄養素はほぼ満たされていた。

② 栄養素のエネルギー比率は，たん白質は男性18，女性17%，脂肪は男性29，女

性27%，糖質は男性52，女性56%で，適正比率cl5: 25 : 60)に比較してややた

ん白質及び脂質の摂取が多い傾向にあった。

③ たん白質の食品群別寄与率は魚〔生，加工)，米，豆の順で，魚からの寄与が高

かった。

④ 食品群別摂取量は1986年国民栄養調査に比較して，男女共，砂糖，油脂，豆，

緑黄色野菜，海諜，魚，豚及び加工品の摂取が高く，一方，米，苧，果物，その

他の野菜，豚以外の肉，卵，乳の摂取が低かった。

⑤ 1982年沖縄県民栄養調査と比較すると，男女共，砂糖，緑黄色野菜，海藻，魚

の摂取が高く，果物，豚及びその他の肉，卵，乳の摂取が低かった。

⑥ 食塩摂取量は男女共約10gで，調味料からの食塩寄与が約60%を占めた。中で

も，味噌，だしの素からの摂取が高かった。

明日



表2 平安座島における栄養素充足率

(栄養所要量を100とした割合)

性 平 安 座 島

2U 所要量 摂取量
充足率
(%) 

男 1703 1755 104 
エネルギー

o叫) 女 1418 1510 106 

男 66 70 115 
たん白質

(g) 女 57 62 109 

男 44 54 123 
目旨 肪

(g) 女 35 44 126 

男 565 486 86 
カノレシウム

(mg) 女 478 439 92 

男 10. 1 11.0 109 
鉄
(mg) 女 10. 0 9. 4 94 

男 1800 3521 156 
ビタミン A
( I.U.) 女 1800 2934 130 

男 o. 69 1. 02 103 
ビタミン B，

(mg) 女 o. 60 o. 92 107 

男 o. 95 1. 26 99 
ビタミン B，

(mg) 女 o. 79 1. 05 100 

男 50 110 110 
ビタミン C

(時) 女 50 90 90 

※ ビタミン類は、調理損失を考慮した値を示す。
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図3 平安産鳥におけ~栄養素充足率(%)

(栄養所要量を100とした割合〉

エネルギ-
105 ヲンハクM

115 

ピヲミン8，
100 

防
日、ふ

グヌシウ

150 

ピデミン八

男性

女住

1988. J 1平安座島栄養調査

5
 

内
，

u



表3 平安座島における食品群別摂取量
)
 
8
 
(
 

平安鹿島栄養調査 1988年11月 県民栄養 国民栄養

調査成績 部j変成績

男 女 1982.11 198G. 11 

米・ 378.6土22.0 344.8土52.6 182.7 212.0 

その他の殺Hi 74.7土13.4 G6.G土 9.5 70.0 95.2 
種実 0.5:t 0.4 0.4土 0.3 0.8 1.7 

子 3:!.D:t 5.4 43.9:t 11.8 3D.5 G2.5 

砂路 12.5土1.7 14目。土 2.5 5.9 11 .2 
菓子 11.1:t 6.9 18.1:t 7.3 14.3 22.9 
泊15 18.4土 2.6 21.4:t 4.3 20.0 16.8 

豆 91.9土11. 7 82.1土 12.9 91. 7 65. :J 
果実 39.3:t 8.9 36.3土 8.0 110.2 137.0 

緑黄色野菜 92.7土13.7 71.9土13.2 62.4 70.9 
その他の野菜 130.3:t 15. 4 118.7土 14.3 164.4 166.0 

漬物 4.4土1.8 4.4土 2.0 4.4 13.2 
きのこ 3.2土 1.3 2.1:t 0.6 2.2 10.0 
i簡潔 13.8:t 5.2 9.4:t 2.6 2.8 5.5 
しょうゆ 9.5:t 1.4 7.1土1.3 12.6 21.3 
その他調味料 10.7土1.6 13.7:t 2.0 3.9 5. 1 
好飲料 325.9ど85.5 329.6:t 78.5 70.5 87.0 
魚(生〉 68.5:t 12.4 54.9:t 7. 1 46.4 58.6 
魚(加工〉 47.7土 7.1 39.6:t 6.0 17.5 31.8 
豚肉 16.3:t 5.6 21.4:t 7.8 40. 1 27.8 
その他の肉 25.9:t 5.9 15.3土 3.3 34.2 33.6 
肉(加工)一 19.3土 6.2 13.5土 5.1 20. 1 9.5 

~ß 29.1土 5.0 20.8土 4.1 42.4 41.2 
乳 94.5土19.1 73.3土18.9 119.4 117 .9 
加工食品 。 1.2:t 1.2 5.8 9.2 
その他の食品 4.7土 2.0 4.0土 2.0 21 .4 7.0 

Ulean:t SEト1)
平安鹿栄養調査では飯山重量

豚〈加工)も含む

お
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平安座島と全国の栄養素等摂取量の比較図4
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ビタミンA

図5 平安座島と沖縄県の栄養素等摂取量の比較
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平安鹿島における食品群別栄養素等摂取量及び各食品からの寄与率表4-1
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8 

米

その他め毅類

権実

芋

砂槍

菓子

油脂

豆

果実

緩黄色野菜

そ由他の野菜

i員物

きのこ

海軍

しょうゆ

そ田他調味料

好数料

魚{生〕

魚(加工)

醇肉

その般の肉

肉(加工)

卵

乳

加工食品

そ自他の食品

E十

表4-2 平安座島における食品群別栄養素等摂取量及び各食品からの寄与率

〔女性.1988年11月)

Ull~-- 水分 9:rn・フ質 脂質 轄置 融雑 灰卦刷出L リJ S夫 7トワウム hリウム V.A V. Bl 

lical g g g g g g 

'" " 
剛g " ，g IU " 

V.82 才イ7:，0 v.c 食塩
剛g .g " z 

1160(30) 236.0(21) 8.2(13) 1.7 98.2('9) 0.3([0) 0.' 8 104([2) 0.3 7 93 。0.]1(13) 0.03 I.O( 7) 0 + 
168(11) 26.5 4.8( 8) 1.6 32.2C 16) 0.1 0.7 16 43 0.6 181( 5) 62 。O.12(]1J) 0.03 0.4 。0.5(' 5) 
2 + 0.1 0.' 0.1 + + + 1 + 2 。。 。 0.1 。O 
50 30.8 0.6 0.1 1!.8( 6) 0.3(10) 0.4 13 19 0.3 + 180 。0凹 0.02 0.' 7(日)+ 

50 0.8 0.1 。 1'.8( 6) 0 0.2 16 2 0.3 2 71 。。 。 0.1 + + 

4? 7.2 0.9 0.7 9.3( 5) + 0.1 7 16 0.1 8 18 " 0.01 0.02 + O + 138( 9) 5.2 0.3 14.2(32) ¥.7 。 0.1 10 9 + 31 13 131( 4) 0 0.01 + o 。!
98( 6) 61.1( 6) 7.7(12) 5.1(12) 4.6 0.5(16) 3.2(19) 94(22) 107(13) 1.8(19) 920(24) 203( 9) 。Q.O"I( 8) 0.05 0..1 。 2.3(23) 
18 31..1 0.2 0.1 '.5 0.' 0.2 5 5 0.1 36 " 16 0.02 0.01 0.1 13([4) 0.1 17 66‘l( 6) ].3 0.1 3.0 0.6(19) 0.8 49(11) 29 O.!)( 9) 2? 265(12) 町7(33)0.05 0.07 0.5 2G(29) 

25 111.1(10) 1.4 0.2 4.? 0.7(23) Q.7 34( 8) 35 0.5 20 255(日) 33 0.05 0.04 0.4 29(32) 0.1 

3 3.3 0.1 + 0.8 + 0.2 i 2 + 76 10 。 。 + + 0.2 
o 1.6 0.1 + 0.3 0.1 + + 2 0.1 + 11 o O 0.01 0.1 。。。 5.' 0.9 0.1 6.1 0.2 1.0( 6) 39( 9) 15 O.9( 9) 177 1田(9) 173( 6) 0.02 0.05 0.3 0.5( 5) 

4 '.9 0.5 。 0.5 o 1.2( 7) 1 9 0.2 425(11) 27 + 。 0.03 0.1 + I.q(j') 
28 4.l 1.6 0.7 3.6 + 3.4(20) 6 13 0.2 1349(35) 27 2 O 0.01 0.' + 3.4(34) 

+ 327.7(30) 0‘4 + 0.5 o 0.5 8 10 0.1 4 139 。。 0.10(18) 0.7 4 + 
J lli(自) 41.3 10.6(7) 2.0 0.1 。 0.9 26 130([5) 0.9( 9) 85 2DI( 9) 119 0.05 0.08( 8) 2.q(jB) 1 0.2 
70 24.3 8.9(14) 3‘8( 9) J.q 。 1.2( 7) 19 90(11) Q.7( 7) 26S( 1) 123 52 0.03 0.05 2.D(22) 0 0.7( 7) 

50 13.7 3.8 3.5( B) 0.1 。 0.2 31 0.6 10 56 1162(叩)0.16([B) 0.14(13) 1.q(J0) 1 + 
33 9.9 :.L9 2.3 0.1 。 0.2 22 0.3 16 38 13 0.01 0.03 0.8( o) + + 
35 8.2 2.1 2.7( 6) 0.1 o 0.' 1 33 0.2 135 団 2 0.09(10) 0.04 0.7 7( 8) 0.3 

33 15.6 2.6 2.3 0.2 。 0.2 II " 0.4 27 25 132( 5) 0.02 0.10(10) t 。0.1 
" 63.8( 6) 2.1 2.5 4.4 。 0.5 70(16) 66( 8) 0.1 37 109 95 0.02 0.11(11) 0.1 0.1 

2 0.8 0.1 + 0.3 o + + + q 4 5 。 。 + + + 
? 2.4 0.2 0，2 0.9 0.1 0.2 3 十 38 11 2 。 0，01 0.1 + 0.1 

1510 1102.3 62.4 43.7 202.3 3.1 17 .0 43' 846 9.4 3885 お29 28111 u.92 1.05 13..1 90 9.D 

o内は各食品鮮に1jヲる寄与事(，)寄宅ヰ:ω大きいものが':'5阻まで)
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平安座島における栄養素別食品群授取構成比(%)図6-1

(上院は男性下践は女性〉
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図6-2 平安座島における栄養素別食品群摂取構成比(%)

(上院は男性 下段は女性〉
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図6-3 平安座島における栄養素別食品群摂取携成比(%)

〈上目は男性 下段は女性〕
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平安鹿島における栄養素別食品群摂取構成比(%)函6-4
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2.牛乳・乳製品に関するアンケート

的目

一時伸び悩んだ牛乳・乳製品の消費量も昭和62年，昭和田年と連続して伸び

(6 ~ 7 %)てきているが，欧米諸国と比較するとまだまだ少なく， 1人 1日100ml

また，乳製品の消費量もヨーグ、ノレト，ナチュラノレチーズ等のイ申程度が実状である。

l人 1日に直すと10g未満である。最近，牛乳・乳製品のびが著しいとされるが，

摂取が伸びた原因として，老齢化社会に向けての健康志向が大と思われるが，円高

差益による輪入飼料価格が低位に継続していることが，酪農経営上好ましい結果と

なり，その結果，乳価の上昇が抑えられていることにもよる。本報告は，我が国で

長寿県として注目されている沖縄県民の食生活調査の一端とし，牛乳・乳製品の摂

取量，摂取理由，親しみ度を調査し，食生活の中での牛乳・乳製品の寄与率と長寿

について検討せんとしたものである。

昭和63年8月11日〔木〉

昭和田年8月12日(金)

〔木〕昭和田年8月118

式~ iJ‘さと

田嘉里 (T)
おおがね〈

大兼久 (0)
きじよ，.

喜如嘉 (K)
しお や

塩屋 (8)

調査期間・方法及び対象

間
U
村

刻
み
味

査
ぎ
宜

調
同
大

昭和田年8月10日(水〕

昭和63年11月14(月)~15 日〔火)手会長基

2.調査方法

口答質問の形式で面接を行う。公民館での健康診断の後，大宜味村

記入は質問者側が行う。

口答質問を行う。各家庭の訪問により，平安鹿島

5
 

qυ ー

記入は質問者側が行う。

3.対象者



表 1 大宜味村 総合計 149人(男58 女91)

田嘉皇 大兼久 喜如嘉 塩 屋 合 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

23 44 
65~69才 5 11 3 7 3 7 12 19 

67 

27 24 
70~74才 7 2 9 5 2 5 9 12 

51 

8 22 
75~79才 l 2 l l 4 6 2 13 

30 

13 15 13 13 9 18 23 44+ 1 58 90+ 1 
dロh 言十

28 26 27 67+ 1 148+ 1 

0女性l人年齢不明

〈昭和62年1月1日現在〉

。対象の 4地区は， 1987年に大宜味村で実施した医学調査の結果，とくに高脂血

症，貧血などは見られなかった地区である。

表2 平安座島 総合計 55人(男27 女28)

男 女 合計

50~54才 2 3 

55~59才 3 4 7 

60~64才 4 5 9 

65~69才 5 4 9 

70~74才 3 4 

75~79才 6 2 8 

80~84才 2 3 5 

85~89才 3 2 5 

90~ 2 3 5 

合計 27 28 55 

一136ー



まとめ

食生活の中での牛乳・乳製品の寄与率と長寿について検討するため，沖縄県阜の

牛乳・乳製品の摂取状況等を調査してきたが，牛乳の摂取量や摂取者率は，会回の

調査地である大宜味村で126/149人，平安座島で43/55人と予想以上に高かった。

また，牛乳を飲まない人は25/200人と少なく，その理由としては， r体に合わな

いJrまずし、Jr家族が飲まないJr習慣がないJであった。飲む理由としては， r体

に良いから」が圧倒的に多く(109/169人)，健康意識が強いことがわかった。以上

のことから，牛乳の摂取は長寿と密接に関係していると思われるが，このことのみ

で単純に断定はできない。それは，牛乳を飲み始めた時期を調査した結果で，近年

飲み始めた人が多いことが判明したからであり，長寿に対する牛乳の影響が現時点

ですでに現れていることとするには疑問だからである。

長寿には，適度な労働とパランスの良い食生活と睡眠が必要である。沖縄県は日

照時間が長く，温暖であるため，体を動かす機会が多い。このことは，沖縄の長寿

を支える大きな要因ではないだろうか。また食生活については，魚介類，豆類のよ

うに以前から摂取されている食品もあれば，牛乳のような近年摂取され始めた食品

もあり，最近の栄養指導による食生活状況の変化がうかがえる。

そこで，東北のような短命県と牛乳の摂取状況等を現状だけでなく，過去にさか

のぼ、ると同時に5年後， 10年後と比較検討し続ける必要があると考える。
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村味
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且大

牛乳に対する略好と摂取置との関酷

量(~) 。 ~50;本機 50以上~ 100;末機 1∞~15Ð 150~氏。 2担任、-300 加。以上 /四 ~ H 

性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 n 

TI'IOIS TIKIOIS TI'IOIS TI'IOIS TI'IOIS TIKIOIS T I，l司sTIKlol， T 1 "，ols T lil司sTIKlols 日訂訂s訂訂訂s
男 女

地区 =144 

。10 11 1 1 。10 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 ' '11 11 1 ' o I 0 I 0 I 3 。1iTiTi 。I汀訂91 I 1 I 0 I 0 o I Z I Z I 1 汀汀汀4訂訂汀5 .. 
好き '" " 2 o 2 6 7 3 4 3 11 13 2 5 g 21 + 4' 

普通
o 1 0 1 0 11 。10 11 1 ' 。10 1 0 1 0 1 11 1 ' 1 ' 1 1 0 1 0 1 ' 。i】10 11 。1I1 0 1】 。10 1 0 11 1 1 0 1 ' 1 3 ， 11 1 ' 1 ' tI 0 1 0 1I o 1I 1 0 11 o 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 14 22 " 1 3 。 6 3 2 2 B 7 2 2 D 1 

鎌い
1 1 ' 1I 1 1 1 1 0 1 ' 1 9 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 11 1 0 1 0 。10 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1。。10 1 0 1】 o 1 0 1 0 1。o 1 0 1 0 11 o 1 0 1 0 1 0 。10 1 0 1 0 。10 1 0 1。o 1 0 1 0 1 0 6 I4 2悶
s 12 。 o 。 。 。 l 。 o 。 。
1 1 ' 1 '1 3 1 1 0 1 3 111 。10 1 0 1 0 3 1 ' 1 3 1 4 4 1I 11 1 5 。1tI 0 1 4 。1' 1 1 1 3 。10 1 0 1 3 3 11 1 ' 1 5 '1 3 1 4 112 ， 11 1 0 1ょ o 1 31 ，1 ， 3 11 1I 1 4 1 1 9 1I 1 5 144 

合計 8 15 2 11 11 5 6 5 11 21 4 7 9 22 町+1 87+ 4 
+5 

幻 14 IS 11+1・ " 11 31 

表(j)-1 

※男1.女3胡取量ヨホ女1(噌好)無昂入

牛乳を政む人の理由

¥¥¥¥  
男 女

(n ~126) 
TIKIOIS TIKIOIS 

2 1 1 o 1 6 2 1 7 1 1 6 
おいしいから 25 

9 16 

7 1 5 9 1 9 8 110 7 1 20 
体にいいから 75 

30 45 

2 1 3 5 1 2 o 1 6 
ま藍に勧められて 20 

7 13 

3 1 2 o 1 4 2 I 3 1 1 11 
旭人に言われて 26 

9 17 

。。 。。 。。 。
寧にあるから l 。

。。 1 1 1 4 o 1 3 
盛大み11lれている 10 

2 8 

o 1 1 C 2 1 3 
Jその他 8 

2 6 

表(3)牛乳を世まない人の理由

¥¥¥¥  
男 女

T[K 
(n ~23) 

O SIT E OIS 

1 1 1 0 o 1 1 1 
まずいから 4 

2 2 

l I 。l 7 
体に合わない 13 

4 9 

。。 o 1 0 。。
手に入りにくい C 。 C 

o 1 0 。。o 1 3 
習慣がない 3 。 3 

l o 1 0 。l U 
車庫が銀、まない 2 

1 

。o 1 0 G 
個絡が高い 。。 。

l 。。 o 1 0 
その地 。

査(2)

ーロ∞



村

ト九品川/臼〉 -50未満 50以上 100米蹴 lOO.......150 150........200 200........300 300.......100 400........500 500---600 600以上 合計

掴度¥¥地区 TIK O SIT E O S TIK O SIT 玄 O SIT K OIS TIK O S TIK O SIT K O SIT E O S (n =121) 

T エ l 

x 1 1 
週 1日 9 

O 2 2 

S 3 l 2 6 

T 2 2 

K 2 2 
2 8 

O 1 1 

S l 2 3 

T 。
区 。

3 7 
O 1 1 2 

S 4 1 5 

T 2 1 3 

K 1 1 
4 7 

O 1 1 

S 2 2 

T 2 2 

K 1 1 
5 8 

O 。
S 1 3 1 5 

T 。
K o 

6 
10 

。。
S 。
T 1 5 5 2 2 2 17 

K 5 8 5 1 18 
7 82 
O 11 1 2 1 15 

S 1 19 2 8 1 1 32 

1 。。j 2 。 O 。。o 2 I 10 9 I 16 33 1 1 1 s 5 8 z 9 2 o 。 2 5 I 1 2 1 。o 
ft 計 121 

2 .sB 8 21 3 9 3 

昧宜大

牛乳母摂取頗広 01/週〕と 111の掛取量災(j)ーロ

ーロ由
l



一一

牛乳に対する健尿意識と摂取との関係

可:;: 恩 う 思わない わからない 無回答

男 女 男 女 男 女 男 女 合計

TIKIOIS T E O E T E O B T E O E T E O s T E O B T E O s T E O 日

I! 5 I! 20 13 17 10 31 。。。。。。。日 。。。。1 1 。3 l l 。。。。。。
飲 む 125 

47 71 。 。 。 5 2 日

I 3 l 2 l 。2 4 。。。。。。。。。。。。。。l 3 。。1 l 。。。4 
飲まない 24 

7 7 。 。 。 4 2 4 

12 8 12 22 14 17 12 35 。。日 。。。。。。。。。l 1 l 6 l l 1 l 。。。4 
149 

合 計 54 78 。 。 D 9 4 4 

132 。 9 B 

表(4)

男 女
合計

体に良いと思う理由 T E O 日 T E O 日

健康のため 4 2 2 l l 2 3 13 2ll 

Caが多いから 1 3 5 5 2 5 21 

便通を良くする 1 2 6 l I 2 13 

骨を強くする 2 2 l 1 5 1 12 

栄養価が高い 3 2 2 8 

勧められて 1 l l l 3 1 8 

治療(けが，胃，しびれ，血圧など) 1 2 3 

長生きする〔若々しくなる〕 2 l 3 

おン予防 1 1 2 

食事のかわり l 1 2 

精神安定 l 1 

その他 l 1 l 3 

!
日
品
。
|



ヰ寸味

シ:
がく D 露大まない

男 女 国 女

TIKloIs TIKloIs TIKloIs TIKloIs 

批 之g
11 1 5 1 8 1'9 13 1 4 1 8 1 20 1 I 2 I 0 I 2 1 1 0 1 1 1 4 
43 45 5 6 

車〈まない
1 I 0 I 3 I 1 1 I 1 101 1 。I0 I 2 I 0 o I 0 I 2 I 1 
5 3 2 3 

一一人若手らし
o 1 2 1 010  011312111 。I0 I 0 I 0 o 1 0 1 014  
2 26 。 4 

壬子 6"1 
1217111120 14 1 18 1 10 1 32 1 I 2 I 2 I 2 1 101 319  
50 74 7 13 

Cn=lo14) 
124 + 2" 20 斗-3被

宜プξ

本人と寧盤との小手L隈取の間保去 (5)

女 4) (寧控D 摂取状況〉E男 1• 5 出発表回答

牛乳揖取とお腹の調子

、牛、、、乳、、を飲むとお血が¥

lI': D 批まない 雀? 言十 (n =144) 

男 三c 男 三て 男 立

TIKloIs TIKloIs TIKloIs TIKlol呂 TIKloIs TIKloIs 

ゴロゴロす』る ① 
2 I 1 I 0 I 3 o I 1 I 0 I 2 。I2 I 0 I 1 '-lo 1 0 1 5 213 10 14 1 I 1 I 0 I 7 18 
6 3 3 6 9 9 

担めてもする
o 1 1 1 0 1 0 o 1 1 1 01 0 o 1 0 1 0 1 1 o I 0 I 0 I 1 o 1 1 1 01

' 

。11 1 01
' (4) 

(1) く1) (1 ) (1) (2 ) (2) 

少量ずつでもする
o 1 1 1 0 1 0 。101 01 0 o 1 01 0 1 0 o 1 0 101 0 。11 1 01 0 o 1 0 1 01 0 

(1) 
(1 ) (0 ) く0) く0) (1 ) (0 ) 

ゴロゴロしなL、 ② 
7 I 6 I 11 I 14 13 1 17 1 10 1 31 o I 0 I 1 I 1 01 0 1 1 1 0 7 1 6 1 12 1'" 

13 I 17 I 11 I 31 
112 

38 71 2 1 40 72 

オコカ過ちt.n、 @ 
o I 0 I 0 I 3 o I 0 I 0 I 1 。I0 I 1 I 1 o I 0 I 1 I 6 。10 1 1 1 4 o I 0 I 2 I 7 

14 
3 1 2 7 5 9 

ft 言サ
9 1 7 1 11 1 20 13 I 18 I 10 I 34 。121 2 1 3 '1 0 12 1"  9 1 9 1 13 1 23 14 1 18 1 13 1 45 
47 75 7 11 54 90 1-14 

E也>+G?)+0お〉
122 21 144 

表 (6)

-E-ー

μ ぺ〉〈リIJ1 5 剤、1."，]~昌二



大 宜 村味

主(7) '1手しを飲む迎illと摂取Eとの関係

l
E
N
|
 

YM/;) ~印未満 回以上100未満 10日-150 150-200 200-30C 300以上
合計

男 女 男 女 刻 女 ヲj 女 男 女 男 女
(n :=120) 

地 区 TIKloIs TIKloIs "1 K 101 s TIKloIs "IKlols 1'IKIOIS 'T 1 K 1 0 1 s TI瓦lolsTIKloIs TIKloIs "IKlols TIKloIs 

おいしc.，、ら
。101吐2。|吐oJ0 吐oJo11 o 1 0 1 0 1 0 。 Lolo~ 。10 L吐1olo~LI 1 11 1 0 1 3 2 1 0 1 0 1 0 吐1101 ~ 010101' 。15 1吐l M 2 。 1 o 。 l 2 5 2 3 2 6 

体にL市、から
o 1 0 1 0 1 0 o 11 12 l' o 11 11 1 2 1¥ 1 1 0 I~ 0121111 。1010127 11/ ' 1 ' 3 1丘，-L9吐o1 2い3 11 1 0 11 1 1 0 11 11 1 151~ l' 14 。 5 4 3 4 2 1同 16 3 5 3 Il 

家l>に勧められて
o 1 0 1 0 1 0 。10 1 0 1 2 o 11 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 。10 1 0 11 1 1 0 1 2 1 3 1 1 0 1 0 11 o 1 0 1 0 1 0 1 1 2 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 2 19 o 2 1 1 。 l 6 2 。 3 。 3 

他人に言われて
o 1 0 1 0 1 0 。1111 1 ' o 1 0 1 0 1 0 1 11 1 0 11 o 11 1 0 11 o 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 3 。10 1 0 1 5 2 11 1 0 1 0 ， 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 。111 0 1 2 

26 。 4 。 3 2 。 4 5 3 2 。 3 

家にあるから
o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 。10 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 。 o 。 。 。 。 。 o o 。 。 。

車;み慣れている
0101リ1ol~ o 1 0 1 0 11 o 1 0 1 0 1 0 。10 1 0 1 0 。10 1 0 1 0 o 1 0 1 0 1 0 o 1 2 1 0 11 。10 1 0 11 Ij olol~ 110101" 。12 1吐l 10 。 。 1 o o 。 。 3 1 1 1 3 

その他
ololoJo o 1吐01。o~Jo 1 0 吐りo1-' oj 0 1 OlI o 1 0 1-' 11 。101010。101011o 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 o 11 1 0 1 0 o 11 1 0 11 7 。 。 E 。 ] 1 o 1 。 l 1 2 

無回答 ※勢1，k4慣取量).*男1U飲む忽闘)
.十1

+ " 

+2驚

+1権

+1挺



大 味村

表(8) 牛乳以外によ〈娘取する飲料と小乱との晴好比

宜

牛乳を 飲 む (n=126) 飲まない (n =23) 
合計

性別j 出 女 合計 出 女 合計
①+曲

地区 T K O S T K O S 男 女 ① 

01_ 01・ 01・ 01・ 01・ 01・ 01・ 01・ 01・ 01・
'l'IK 018 '1'IK 018 男女 @ (n =1(9) 

飲料 格好

水
l81" 

40 o 1 0 2 1 0 。。 1 1 4 2 1 5 7 47 
2 6 6 6 3 3 3 11 32 8 

四本茶
14
1
19 
53 。。 2 1 1 1 1 0 o 1 4 3 1 5 8 61 

7 1 2 10 s 4 8 18 20 33 

中国茶 23 o 1 1 。。 。。 o 1 1 l 1 1 2 25 。 4 2 2 C 9 1 s 8 15 

紅 J匹 9 。。 。。 。。 o 1 1 o ¥ 1 1 10 
1 1 l 2 。 。 2 2 5 4 

表 茶 22 o 1 0 o 1 0 o 1 0 3 1 3 o 1 6 6 28 
l 。 1 5 4 2 4 5 7 15 

島茶など
01' ~o 

35 o 1 0 。。 。。 2 1 2 o 1 4 4 39 
2 2 2 5 1 7 5 11 11 24 

コーヒー
11 112 
41 1 I 1 。。 o 1 2 2 1 3 4 1 7 4B 

3 5 2 8 7 4 2 11 18 23 

ジ品ース
川12
41 o 1 1 。。 1 1 0 1 1 4 1 1 6 7 4B 

4 2 3 g 4 3 4 12 18 23 

サイダー 13 o I 0 o 1 0 。。 o 1 2 o 1 2 2 15 
1 l 1 3 l 。 1 5 6 7 

乳酸菌飲料 5 o 1 0 。。 。。 。。 。。 。 5 
c 。 。 I 2 。 c 2 l 4 

宣 手L
oto 吐o

3 。。 。。 o 1 0 。。 o I 0 I 0 3 。 。 。 。 。 2 o 1 。 3 
酒

~4 8 115 そiI
27 o I 0 I 1 。。 。。 o 1 1 o ¥ 1 28 

4 4 5 10 。 2 。 2 23 4 

_21土その他 2 o 1 0 o ¥ 0 。。 。。 。。 。 2 。 。 1 o 。 1 。 G 1 
」】←

同
仏
印

〈刊ユ乳の方が好き

・牛乳より項"の飲料が好き

(セシプ茶j ハプ茶を含む)

沖令嗣茶，ヤンバル莱，青草.¥ 

1ウコン茶，さんびん茶を含む/

〈ピワの韮，Xki.酢il'D
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購入方法

売 J苫 酉己 達 無記入
合 音i

T K O S T K O S T K O S 

13 8 5 22 。。7 o 。1 1 1 
男 58 

48 7 3 

15 18 4 37 。。8 。。。1 8 
女 91 

74 8 9 

28 25 9 59 。。15 。。1 2 9 
合 言十 149 

122 15 12 

謹吾(9)

※このうち 6人が妻

男 女
合 言十

T K O S T K O S 

1 3 1 5 14 16 3 34'" 
本 人 77 

10 67 

10 6 3 14 ※ 
妻 33 

33 

1 O 。 。 1 1 o 1 
嫁 4 

1 3 

o 。 1 。 O 1 l 2 
子 容を 5 

1 4 

。 。 o 1 1 。 O 。
孫 Z 

1 l 

12 9 5 20 16 18 4 37 
合 言十 121 

46 75 

主主宇本白"11;ょ帰p、著書

t
i
 
男

J
1
 

一
女
定

一
'
特
一1
不

一
男
め

一

た
一
入
の

一
記
入

一
無
購

一
者
で

一
入
宅

一
購
自
申
※

事畳(10)

予告 1古

T K O S 

27事 26 9 57! 

119 

i
E品
|

く複数回答あり〉



表(1])主な乳製品などの摂取状況

チ日ズ

1
H品
目
。
1
1

男 主 合 計

回/週 TIK 018 TIK 018 n =1田

111 7 10113 14 115 13田。 l凶
41 田

1 1 4 2 

5 2 

1 1 1 111 
3 

3 

5 

6 

13 1 9 12 119 15日13担
合計 l田

日 竹
」ー

東山草乳 どこの地Eでも献まれていない.

ヨ白グルト

男 女 ムロ

囲f週 TIK 018 TIK 018 n =1田

121 8 叩 1715 117 11128 
118 

47 71 

1 1 1 1 1 

11111 

4 

5 

T 

121 9 12118 15118 13盟
合計 126 

51 75 

大宜味村

パタ』

男 女 合 計

回ノ匂 TIK 018 TIK 018 n =1田

111 8 12117 13117 13127 。 118 
唱 70 

2 

111 9 12汀 13118 13叩
合計 i田

49 担

マーガりン

男 女 合 計

回ノ匂 TIK 01 S TIK OIS n=1町

8 1 7 8 111 10 113 8 118 
出

出 相

4 1 2 1 1 2 1 4 
15 

B 

2 1 1 2 1 2 1 2 
10 

1 1 3 1 1 
8 

2 

1 1 1 
5 

7 
5 

合計
121 1 1211日15118 13131 

i町
田 打



座

(n=14) 

匝数回答あり

労 女 合計

まずいから 3 l 4 

体に合わない 1 1 2 

手に入りにくい 。。 C 
習慣がない 3 5 8 

家族がが:まない 。。
師絡が商い G 。
その他 2 1 3 

島

50以1上 以300叫/上口E 。 -50未満 00木満 100---150 
150---200 200---300 合 計

性別 田 虫 男 女 男 女 国 女 担 女 男 女 男 女 男 女 n =52 

良子き 。 1 2 1 1 4 。l 8 10 。 3 1 15+ 1燕 18 33+ 1 

普通 1 2 o 2 3 o 。。 2 。。o c 5 + 1単 6+1車 11+ 2 I 

酷い 1 3 。。G 。 G 日 。。。。。。 5 3 8 

6 6 2 3 4 4 。l 9 12 1 。 3 1 
合計 12 5 8 1 21 1 4 25+ 2 27+ 1 52+ 3 

12 4(H3 

安平

牛乳に対する噛好と摂取量との関係器(1)

〔摂取量)国2，女1京無回答

(n =39) 

車数回答あり

男 女 合計

おいしL、から 2 2 4 

体にいいから 11 15 26 

家族に勧められて 2 。 2 
他人に冨われて 。1 1 
家にあるから 2 。 2 
飲み慣れている z 1 3 

その他 4 2 6 

摂取開始時期

揖(取現在開拍よ時り)期 1年以内 5年以内 10作以内 20年以内 30年以内 ぞれ臥よ 合 計

年('8齢8.11現在) 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 (n =30) 

5C 歳代 G 。 1 2 。。。。。。。 3 4 

60 仰 2 。 2 含司 U 1 。。 1 1 1 2 6 6 12 
70 " l 1 1 2 。。。。 1 2 。 6 3 9 
80 " 
。。 o 3 。。。。 1 。。。 1 3 4 

90 H 1 。 O C o 。。。。。。。 1 。 1 

4 l 4 8 2 l 。 G 2 2 3 3 
合 E十 15 15 30 

5 12 3 C 4 6 

表(心

同
品
目

1

国1，女 6無同事

牛乳摂取とお臨の調子

田 女 合計

ゴロゴロしない 20 2C 10 

ゴロゴロする 1 1 2 

「飲むj で無凶~ 1 2 3 

l飲まなL、lで無凶今年 5 5 10 

査(6)

(n =43) 

置数同書あり

牛乳り摂取方法

男 :女 合 ~I

そのま主 16 18 31 

あたためて 5 ] 6 

他のものと毘ぜて 3 1 4 

その他 。 。 C 

表(5)




